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◎デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

17 エズラ記 ８ ヨハネ １９ 詩篇 ４７:１ ～９
18 ９ ２ ０ 聖 ヨハネ １５:５ ～１５
19 １０ ２ １ 霊 出ｴｼﾞﾌﾟﾄ １３:１～１３
20 ネヘミヤ記 １ 使 徒 １ を 黙示録 ２２:１２～２１
21 ２ ２ 待 ヨハネ １４:１５～２４
22 ３ ３ ち ヨハネ １４:２５～３１
23 ４ ４ 望 ヨエル ２:２８～３５
24 ５ ５ む 使徒 ２:１ ～１３

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
誕 生 日（１９日 増田 真砂 姉）
受洗記念日（１７日 田中 謙 兄 )

① 今年11月、創立40年の節目に新会堂建築の完成のため。
② 教会員ひとり一人の健康が守られ、歩みの上に祝福を。
③ 山崎康延兄の霊肉の健康とお働きの上に祝福を。
④ キリスト伝道会｢活水の群｣歴史編纂委員会(委員長:田添

禧雄師、副委員長:長谷川康夫兄)の上に祝福を。

１ 聖霊降臨祭礼拝 24日(日)午前10時 説教:仲森文穏牧師
期待して祈り、全員出席しましょう。

２ 本日午後１時に新会堂建築のために田中謙兄及び設計責
任者の方が再度ご来会下さり会堂の説明・懇談の時を持ち
ます。出席しましょう。

３ 信徒による証と賛美の礼拝 31日(日)午前10時 証しと
愛唱讃美歌をご準備ください(進行係:廣田牧師)。

４ ５月も中旬になり､日中は暑さも加わってきました。朝晩
との温度差に注意し、マスクを着用して礼拝に出席しまし
ょう。ご高齢の方々(独居生活、施設入居)、病気の方々の
ために祈りましょう。

５ 新会堂建築のため 先週、他教会信徒から30,000円献げ
られました。感謝します！ 続いて祈り献げましょう。

牧会短針 先週の水曜日早朝、姫路朝祷会創立50周年記念
集会が姫路福音教会にて開かれ、54名の方々が遠近よりご出
席下さり、幸いな祈りと交わりの時を与えられ感謝でした。
小生が50年前に創立に関わった者として奨励を依頼されまし
た。また奈良から高橋裕子師(よっぱキリスト教会牧師・医
学博士)も招かれ証しをして下さり幸いでした。オカリナの
演奏や特別賛美などがあり、多くの牧師、信徒の祷友たちと
新しい出発をすることが出来感謝でした。お祈り感謝します。

今週の牧師の予定 20日 地区・こころの会

◎先週の報告 礼拝9名,役員会9名,子ども教会1+4名
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◎今週の御言葉 「主イエス様の執り成し」（イザヤ書45章１～７
節、ヨハネの福音書17章１～13節） 「わたしは光を造り出し、やみを
創造し、平和をつくり、わざわいを創造する。わたしは主、これらすべてを造
る者。」(45:７) 「わたしはもう世にいなくなります。彼らは世におります
が、わたしはあなたのみもとにまいります。聖なる父。あなたがわたしに下さ
っているあなたの御名の中に、彼らを保ってください。それはわたしたちと同
様に、彼らが一つになるためです。」(17:11)

◎私達は諸問題の渦中で神のされる御業を理解することが困難？
◎イザヤ書45章は「神の救いについての預言｣(40章～55章)の中、

主題は「歴史を支配される唯一の神」です。神様のご計画は計り知れ
ない(55:8-9)。やがて神の民に臨むバビロン捕囚、70年後ペルシャ王ク
ロスを用いてのカナン帰還(1-13)、そのような遠大な計画を誰が知るこ
とが出来るだろう。「あなた(クロス)はわたしを知らないが、わたしはあなた
に力を帯びさせる。それは日の上る方からも西からもわたしの他には、誰
もいないことを、人々が知るためだ」(5-6)。ひとり一人の人生も､この世
界も、すべてを誰よりも深く理解し、動かしている方がおられる。人はそれ
に気づかず、自分が動かしているように思う。しかしやがてそれが誰である
かを知ることが出来るのです。
◎主イエス様は訣別説教を終えてから「目を天に向けて」祈られた

のです。「父よ。時がきました。」(1)。この「時」は十字架による贖罪の時
であり、子なる神であるキリストが栄光を現すと同時に、それを通して父
の栄光も現される時なのです。父なる神様は子なるイエス様に「すべて
の人を支配する権威」を与えられたのです。それは政治的な支配と言う
ことではなく、終末における救いの権威なのです。「あなたからいただいた
すべてのもの」とは、「ひとり子を信じる者」(3:16)であり、イエス様を「受
け入れた人々、その名を信じた人々」(1:12)であり、彼らは神の命にあず
かり、神の子らとされるのです。「永遠のいのちとは、彼らが唯一のまことの
神であるあなたと、あなたの遣わされたイエス・キリストを知ること」なので
す(3)。この「知る」とは知性的・理論的側面であるよりも、人格的な関
係の中で生起するものなので、信仰によって与えられる、神様或いはキ
リスト様との人格的な交わりなのです。主イエス様は「あなたがわたしに
行わせるためにお与えになった業を成し遂げて、地上であなたの栄光を
現しました。」(4)。この「業」とは十字架の業なのです(「完了した(成し
遂げられた)」19:30)。ここに栄光が現されるのです。弟子として選ばれ、
神のものとされた共同体は、神の「み言葉を守る」者なのです。この弟子
たちの共同体は父のものであると同時に父と一体である神である子な
る神のものであるのです。ですからこの世に残る「弟子たち」のために祈
られたのです。即ち迫ってくる迫害から守られ、分裂から守られ、一致し
て共に歩むことが出来るようにとの祈りなのです。父と子が一つであり、
子なるキリスト様は神であるとの信仰が教会の一致の要であるのです。


